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令和2年 越前町成人式
〜 新しい時代を切り開く若者たち 〜



A coming ofA coming of
   age ceremony   age ceremony

　

1
月
12
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交

流
会
館
で
、
令
和
2
年
越
前
町
成
人

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式

辞
を
、
青
柳
町
議
会
議
長
、
島
田
県

議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
後
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
越
前
地
区
の

北
瀨
雄
大
さ
ん
と
笠
原
さ
つ
き
さ
ん

が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
織
田
地

区
の
佐
々
木
里
帆
さ
ん
が
町
長
か
ら

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

夢
と
希
望
を
胸
に

　
　

二
十
歳
の
門
出

朝
日
地
区

▲希望に満ちあふれた新成人のみなさん

▲町長より記念品を手渡される
　佐々木里帆さん

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区
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▲誓いのことばを述べる、北瀨雄大さんと笠原さつきさん
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令
和
元
年
　
秋
の
叙
勲
受
章

瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
功
労
）

堀  

治
市 
さ
ん
（
下
山
中
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

善
田  

重
雄 

さ
ん
（
栃
川
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

酒
井  

満
夫 

さ
ん
（
田
中
区
）

旭
日
単
光
章
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
）

春
木  

誠
一 

さ
ん
（
内
郡
区
）

旭
日
単
光
章（
土
地
改
良
事
業
功
労
）

武
藤  

吉
明 

さ
ん
（
樫
津
区
）

　
令
和
元
年
12
月
7
日
・
8
日
、
幕
張
メ
ッ
セ

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）
で
、
第
47
回
バ

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
が
開
か
れ
、
町

内
か
ら
4
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
福
井
工
大
福
井
中
・
高
等
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
部
所
属
の
仙
石
都
羽
さ
ん
、
松
村
謙
希

さ
ん
、
仙
石
来
羽
さ
ん
の
3
人
は
、
高
等
学
校

の
部
バ
ト
ン
編
成
に
出
場
し
、
銀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー

タ
所
属
の
松
村
麻
稟
さ
ん
（
朝
日
小
5
年
）
は

Ｕ‒

12
の
部
バ
ト
ン
編
成
に
出
場
し
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

第
47
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

　
1
月
11
日
、
劔
神
社
で
、
町
の
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
、
鯖
江

警
察
署
長
、
町
交
通
指
導
員
、
鯖
江
交
通
安
全

協
会
の
町
内
各
分
会
な
ど
、
交
通
安
全
関
係
団

体
約
50
人
が
参
列
し
、
1
年
の
交
通
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　
内
藤
尚
子
交
通
指
導
員
会
長
は
、「
一
人
一
人

が
気
を
引
き
締
め
、
お
互
い
を
思
い
や
る
と
い

う
交
通
安
全
の
基
本
で
あ
る
意
識
啓
発
に
努
め
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
町
民
の
尊
い
命
を
守
る

た
め
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
安
全
で
安
心
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
安
全
を
願
っ
て
　
～
交
通
安
全
祈
願
祭
～

　

令
和
元
年
12
月
21
日
～
25
日
ま
で
の
5
日

間
、
岐
阜
県
の
川
崎
重
工
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
他
で
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

男
子
24
校
・
女
子
24
校
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
福
井
県
か
ら
は
丹
生
高
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部

が
出
場
し
、
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
順

当
に
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
鳥
取
県

八
頭
高
校
と
の
決
勝
戦
で
は
、
一
進
一
退
の
攻

防
が
続
く
も
最
終
第
4
ク
ォ
ー
タ
ー
に
先
制
点

を
奪
わ
れ
、
結
果
0
対
1
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
2

回
戦
を
勝
利
し
、
準
々
決
勝
で
前
回
優
勝
の
強

豪
校
、
今
市
高
校
に
敗
れ
ま
し
た
。

男
子
大
会
結
果
　

　
2
回
戦　

　
　
丹
生　
7 ‒ 

0　
小
国
（
熊
本
県
）

　
準
々
決
勝

　
　
丹
生　
0 ‒ 

5　
今
市
（
栃
木
県
）

女
子
大
会
結
果
　

　
2
回
戦

　
　
丹
生　
3 ‒ 

1　
立
命
館
（
京
都
府
）

　
準
々
決
勝

　
　
丹
生　
6 ‒ 

1　
飯
能
（
埼
玉
県
）

　
準
決
勝

　
　
丹
生　
3 ‒ 

0　
石
動
（
富
山
県
）

　
決　
勝

　
　
丹
生　
0 ‒ 

1　
八
頭
（
鳥
取
県
）

第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

　
堀
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に
教
員

と
な
り
、県
立
武
生
工
業
高
校
や
、

県
立
羽
水
高
等
学
校
の
校
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

や
県
英
語
研
究
会
の
会
長
に
就
か

れ
た
ほ
か
、
退
職
後
に
は
、
旧
織

田
町
教
育
長
を
務
め
ら
れ
、
合
併

後
に
は
、
平
成
17
年
か
ら
越
前
町

教
育
委
員
と
し
て
、
平
成
21
年
か

ら
越
前
町
教
育
長
と
し
て
、
町
の

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
善
田
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
教

員
と
な
り
、
平
成
4
年
に
当
時
の

朝
日
東
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
国
語
科
指
導
に
情
熱

を
注
が
れ
た
た
ほ
か
、
学
校
図
書

館
の
充
実
・
運
営
指
導
に
ご
尽
力

さ
れ
、
生
徒
の
読
書
環
境
の
飛
躍

的
な
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の
指
導
普
及
に
専
念

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
も
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
酒
井
さ
ん
は
昭
和
52
年
に
陸
上

自
衛
隊
に
入
隊
し
、
福
井
地
方
連

絡
部
、
福
井
地
方
協
力
本
部
な
ど

で
勤
務
さ
れ
、
平
成
21
年
か
ら
は

鯖
江
駐
屯
地
厚
生
幹
部
と
し
て
隊

員
の
福
利
厚
生
の
充
実
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
被
災
地
で
災
害

支
援
活
動
に
あ
た
ら
れ
た
ほ
か
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

鯖
江
駐
屯
地
中
隊
本
部
で
活
動
さ

れ
、
被
災
地
の
復
旧
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
春
木
さ
ん
は
、
平
成
7
年
に
福

井
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
理
事
長
に
就

任
し
、
平
成
13
年
に
初
め
て
国
際

大
会
が
開
催
で
き
る
ホ
ッ
ケ
ー
専

用
人
工
芝
コ
ー
ト
、
福
井
県
立

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
整
備
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
組
織

の
運
営
や
競
技
力
の
向
上
の
た

め
の
人
材
育
成
に
も
取
り
組
み
、

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
国

大
会
で
好
成
績
に
導
き
、
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
で
は
、
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
天
皇
杯
の
獲
得
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　
武
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
宮

崎
樫
津
土
地
改
良
区
副
理
事
長
に

就
任
し
、
以
来
土
地
改
良
業
務
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
崎
地
区
の
土
地
改
良
区
合
併

に
ご
尽
力
さ
れ
、
平
成
21
年
か
ら

は
福
井
宮
崎
土
地
改
良
区
理
事
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
農
家
に
よ
る
「
陶

芸
の
里
農
産
組
合
」
設
立
に
も
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー クイズの答え　○
福井市、大野市、鯖江市、越前市では図書館
カードとしての利用が始まっています。越前
町でも利用できるよう、現在調整中です。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、2月23日（日）です。
ご予約は、21日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

クイズ  マイ難問? !マイ難問? !

マイナンンバーカードを使って、図書館で本を借りることができる？   〇 ?  × ?

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。

クイズの答えは、
左のページ

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室
　　　　　☎34‒8715

Vol.42

　えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会では、「気づき事業」の実施を広く地域に呼びか
けています。
　「男女共同参画ってどんなこと？」という疑問に答え、その必要性に気づく機会を提供し、
地域や家庭など身近なところから実践につなげ、いきいきと魅力ある地域づくりや団体づく
りを目指しています。
　講演会や研修会、座談会などで気づき事業を実施される場合は、補助金（新規30,000円、
継続20,000円）の対象となる場合がありますので、お気軽にお問い合わせください。

～地域で、みんなで「気づき事業」～

　

12
月
7
日
・
8
日
、
陽
光
館
で
福
ふ
く
ス

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
4
〜
6
年

生
の
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
初
対
面
の
人
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
徐
々
に
打
ち
解
け
始
め
、
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し

た
。
丁
寧
に
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
り
フ
ル
ー
ツ

を
飾
っ
た
り
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
と
て
も
豪

勢
に
で
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
色
砂
や
貝
殻
・

小
石
な
ど
を
入
れ
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
飾
り

が
で
き
ま
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
夕
食
は
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
鍋
を
囲
み
、
わ
い
わ
い
と
笑

顔
い
っ
ぱ
い
、
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
様

子
で
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会
　
福
ふ
く
ス
ク
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
夕
食
後
は
、
中
高
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
み
な
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
を
進
行
し
、
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
低
学
年
も

参
加
し
、
町
子
ど
も
会
交
流
大
会
と
し
て
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
気

温
の
低
い
体
育
館
の
中
が
、
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る

と
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
で
、
み
ん
な
汗
を
流
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
10
人
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
み
な

さ
ん
が
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
準
備
か

ら
運
営
ま
で
ほ
と
ん
ど
大
人
の
手
を
借
り
ず
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
な
様
子
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
行
事
が
終
わ
っ
た
後
は
、
一
回
り
大
き

く
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
し
た
。

▲みんなでクリスマスケーキを作りました

▲レクリエーションを楽しむ子どもたち

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
切
れ

目
の
な
い
在
宅
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
・
介
護
福
祉
職

種
関
係
者
が
毎
年
、
2
回
研
修
会
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
11
月
21
日
に
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
で
、
日

本
理
学
療
法
士
協
会
財
団
担
当
特
任
理
事
、
松

井
一
人
先
生
に
『
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
、
多
職
種
・
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
て
い

く
大
切
さ
が
分
か
っ
た
。」「
筋
力
低
下
予
防
と

維
持
の
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
、
今
後

　
1
月
7
日
、
福
井
保
護
観
察
所
が
主
催
す
る

第
69
回
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“作
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
次

の
6
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
佐
々
木　
大
悟
さ
ん
（
萩
野
小
6
年
）

優
秀
賞

　
福
井
保
護
観
察
所
長
賞

　
　
北
島　
愛
結
さ
ん
（
織
田
中
2
年
）

　
福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
　
嶋
田　
皐
月
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）

　
福
井
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

　
　
吉
崎　
　
桜
さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

佳
　
作

　
　
齊
藤　
由
佳
さ
ん
（
朝
日
中
2
年
）

　
　
北
島　
美
羽
さ
ん
（
織
田
中
2
年
）

こ
れ
か
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。

問
合
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　
☎
３
４‒

８
７
１
５ ▲研修会の様子▲左から北島さん、佐々木さん、嶋田さん

企画書の提出
【補助金交付までの流れ】

補助金交付申請書の提出

実績報告書の提出（事業終了後2週間以内）

補助金交付決定通知

補助金交付確定通知

補助金交付

気づき事業の実施

▲東区では気づき事業で防災訓練を行いました

　「越前町国際交流のつどい2020」は、外国人講師と一緒に外国の料理を作るワールドキッチンや異文化を体験
するワールドカルチャーなどがあり、誰もが楽しめるイベントとなっています。
　ワールドキッチンでは、台湾、中国、インドネシアとブラジルの料理を作ります。ワールドカルチャーでは、
カナダ、フランス、ブラジルと県内ALTが講師となり、それぞれの母国の文化をご紹介します。
　普段、なかなか知る機会のない外国の料理や踊り、遊びなどについて楽しく学び、体験できます。みなさんの
ご参加をお待ちしています。

日　　時 	 2月29日（土）　午前10時～午後4時

場　　所 	 織田コミュニティセンター

内　　容 	 ①ワールド・キッチン…………… 午前10時～正午まで
	 ②試食会………………………… 午後0時30分〜 2時まで
	 ③ワールド・カルチャー… ……… 午後1時〜 3時まで

定　　員 	 ワールド・キッチン……… 20人
	 ワールド・カルチャー…… 参加自由

申込締切 	 ワールド・キッチン……… 2月21日（金）まで（先着順）
	 ワールド・カルチャー…… 申し込みは不要

そ の 他 	 当日お手伝いいただけるスタッフを募集しています。
	 下記の問合せ先までご連絡ください。

A word from the international arena...

Vol.155
国際交流室から一言

「越前町国際交流のつどい2020」を開催します

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です
申告期間

住 民 税 申 告・所 得 税 の 還 付 申 告  2 月 3 日（月）～ 3 月16日（月）
所 得 税 の 確 定 申 告  2 月17日（月）～ 3 月16日（月）

　住民税申告、所得税の確定申告が始まります。
　該当する人は、町の申告会場や武生税務署で申告をお願いします。
　確定申告書は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーを利用して作成でき、税務署への提
出は郵送か、「マイナンバーカード」と、「マイナンバーカード対応のスマートフォン」をお持ちの人は、
e-Tax で送信することもできます。e-Tax ならば、確定申告期間中は24時間いつでもご利用いただ
けます。

　令和2年1月1日現在、越前町に住所がある人は、前年中に収入がない人でも住民税申告が必要
です。ただし、次に該当する人は住民税申告の必要がありません。
◦所得税の確定申告をした人
◦給与所得者で給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）が勤務先から町に提出され、かつ給与所得以
外に所得のない人
◦公的年金のみの人（ただし扶養、社会保険料、医療費、生命保険料、その他の控除を受けようとする人は
申告してください）
◦同一世帯の人の給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）や、住民税申告書、所得税の確定申告書に
扶養親族として記載されている人で、前年中に収入がない人

住民税申告住民税申告

・所得（課税）証明書の発行ができません
・国民健康保険税の軽減、給付金や補助金などの支援を受けることができません

住民税申告をしないと住民税申告をしないと

・1か所からの給与のほかに年金・事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与を2ヶ所以上から受けていて、年末調整をしなかった給与所得と事業や不動産などの所得の合計が
20万円を超える人
・年金のほかに給与や事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与収入が2千万円を超える人
・各種所得の合計額が扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与や年金の源泉徴収票に記載されている扶養控除や配偶者控除などを修正する人

所得税の確定申告が必要な人所得税の確定申告が必要な人

・令和元年の途中で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
・源泉徴収税額のある給与所得者・年金所得者で、年末調整を受けていない生命保険料控除や医療費控除な
どを受けることができる人
・住宅ロ－ンを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

所得税の還付申告をすると納めすぎた所得税が戻る人所得税の還付申告をすると納めすぎた所得税が戻る人

　国民年金や厚生年金などの公的年金収入は「雑所得」の対象となります。
　公的年金収入額が400万円以下で、他の所得が20万円以下の人については確定申告を行う必要はありま
せん。
　ただし、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない社会保険料や医療費などの控除を受ける場合は住
民税の申告が必要です。

公的年金を受給している人公的年金を受給している人

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前に自分でできる
準備はしていただき、必要な書類を必ず持参してください。
　また、作成済みの確定申告書は、直接、武生税務署へ持参するか、郵送してください。
【下記のものをご準備ください】
◎農業所得の申告をする人は、収支内訳書
	（帳簿作成が義務付けられているものです。経費などを項目ごとに集計する際「収支計算準備表」がある
と仕分けしやすいです。収支計算準備表は、税務課やコミュニティセンターで事前に取得できます。）
◎医療費控除またはセルフメディケーション税制の申告をする人は、医療費控除の明細書
	（医療を受けた人、病院・薬局ごとに医療費を合計して記載した医療費控除の明細書の添付が必要となり
ます。生命保険など各種助成金の受領額も集計が必要です）
◎マイナンバーが分かるもの
	（マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーの記載がある住民票の写しなど）

申告事前準備のお願い申告事前準備のお願い

問合せ先　税務課　☎34‒8709　　　　武生税務署　☎22‒0890（自動音声案内）

申告書を作成する際は
国税庁ホームページの

「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。
https：//www.nta.go.jp

検　索作成コーナー

町で受付をする申告相談の日程町で受付をする申告相談の日程
住民税申告・
所得税の還付申告

日　　　　　　　　時 会　　　　場 対象地区
2月3日（月）～ 3月16日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）

午前9時～
午後4時 越　前　町　役　場 全 地 区

日　　　　　　　　時 会　　　　場 対象地区
2 月17日 （月）～ 3月16日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）

午前9時～
午後4時 越　前　町　役　場 全 地 区

2 月20日 （木） 午前9時～午後4時 織田コミュニティセンター 織田地区2 月21日（金） 午前9時～午後3時
2 月26日（水） 午前9時～午後4時 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区2 月27日（木） 午前9時～午後3時
3 月 4 日（水） 午前9時～午後4時 越前コミュニティセンター 越前地区3 月 5 日（木） 午前9時～午後3時

所得税の確定申告

・自営業などの営業所得の確定申告や青色申告
・譲渡所得（不動産・株式）や山林所得などが含まれる確定申告
・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて受ける確定申告
・平成30年分以前の確定申告

次の申告は税務署でお願いします次の申告は税務署でお願いします

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  12月16日〜1月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課
令和元年度	 町道辻・上野2号線消雪施設整備事業道路舗装工事 織 田 20,240,000 山中建設㈱ 建 設 課
令和元年度	 町道小樟城ヶ谷線消雪施設整備事業送・散水管布設工事（その１） 小 樟 14,740,000 ㈱大生 建 設 課
令和元年度	 町道小樟城ヶ谷線消雪施設整備事業送・散水管布設工事（その２） 小 樟 6,160,000 ㈱大生 建 設 課
令和元年度	 町道小樟城ヶ谷線消雪施設整備事業 機械電気設備工事 小 樟 10,340,000 ㈱大生 建 設 課
令和元年度	 町道鎌坂蔭山線舗装補修工事 織 田 2,475,000 山中建設㈱ 建 設 課
令和元年度	 気比庄第２土地区画整理事業配水管移設工事 気比庄 2,574,000 橋本建設㈱ 上下水道課
令和元年度	 気比庄第２土地区画整理事業下水道管路移設工事 気比庄 7,837,500 ㈱森下組 上下水道課
令和元年度	 気比庄第二土地区画整理事業 道路築造工事 気比庄 26,400,000 ㈱丸安建設 定住促進課
令和元年度	 南団地改修工事（その２） 織 田 5,500,000 ㈲ニューチップ 定住促進課

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

令和2年越前消防団出初式を開催しました

令和元年　越前町内の火災・救急・救助出動概要　　

　1月12日、「災害のない越前町」を目指して、各地区より消防団員146人、消防車両13台が越前地区に集結し、
越前消防団出初式が行われました。
　町営アクティブランド体育館で式典が行われ、内藤町長から功績のあった消防団員へ表彰状が贈られました。
その後、くりや漁港周辺で消防団員と消防団車両が、分団ごとに隊形を整えて順に行進する分列行進を行い、
最後に防火・防災を祈願する一斉放水が行われました。町内の女性消防隊11隊33人も参加し、消防団員と共に、
町民のみなさんへの火災予防を呼びかけました。

　令和元年12月1日付けで、新しい民生委員・児童委員、主任児童委員が決まりました。
　任期は、令和4年11月30日までの3年間です。
　民生委員・児童委員は、地域住民の一員として、担当地区の高齢者や障がいのある人の
見守りや安否確認、子どもたちへの声かけなどを行います。また、主任児童委員は、民
生委員・児童委員と連携しながら、子育ての支援や児童健全育成活動などに取り組みます。
　生活上の心配ごと、困りごとがありましたらご相談ください。

近隣のみなさんには交通規制などで、ご協力いただきありがとうございました。

式典式典 分列行進分列行進 一斉放水一斉放水

（件）

平成 30 年 令和元年 増　　減
火　　災 3 3 0
救　　急 838 851 ＋ 13
救　　助 18 28 ＋ 10

新しい民生委員児童委員・主任児童委員の
みなさんです

問合せ先　福祉課　 ☎34‒8725

朝日地区
担　　当　　地　　区

本通1・2・3区、宮前1・2区
本通4・5・6区
駅前1・2・3区
内郡
朝日1・2･3･4･8班
朝日5･6･7班
上川去・春日
岩開・宇田
佐々生
気比庄
新庄・馬場
田中・市
乙坂
栃川
宝泉寺・天王
金谷・青野・頭谷・茱原・境野
横山・野末・大畑・牛越
小倉・大谷寺
下糸生・野田・葛野
上糸生・脇・中野・大玉・清水
森・杖立・小川・真木・天谷

氏　　　名
福　島　節　子
西　野　喜久治
瀧　波　敬　男
内　藤　成　英
吉　田　龍　雄
上　田　　　守
畑　中　芳　明
久　保　忠　昭
宮　川　絹　祥
塚　本　長　栄
上　野　笑　子
清　水　桂　三
千　秋　秀　樹
木　下　弘　子
髙　橋　正　治
爲　國　信　一
加　藤　博　雄
樋　村　禎　子
漆　﨑　まり子
戸　田　利栄子
岡　﨑　　　賢

越前地区
担　　当　　地　　区

玉川・血ヶ平
左右・梨子ヶ平
上瀬
中筋 ･下側
上側・鷺崎
宿
新保
城ヶ谷
小樟（北）
小樟（南）
大樟
道口
厨（北）
厨（中）
厨（南）
茂原
白浜
高佐
米ノ（北）・六呂師
米ノ（南）・午房ヶ平

氏　　　名
林　　　正紀養
林　　　信　子
宮　下　政　行
森　﨑　美栄子
長　谷　範　幸
小　坂　昭　美
髙　村　邦　裕
森　川　照　美
宮　下　則　子
山　下　三紀代
畑　　　幸　枝
木　下　茂　強
別　司　正　晴
福　岡　千　秋
島　　　美　鈴
山　本　直　子
橋　本　和　治
松　本　啓　志
上　野　菊　江
森　　　さと子

織田地区
担　　当　　地　　区

鎌坂・北・東
高橋
辻・馬場
上野・矢倉
寺家
杉の花・市場・堤
平等・下河原
中・大王丸・三崎
四ツ杉・下山中・上山中
細野・岩倉・笹川・桜谷・脇谷
赤井谷・山田・入尾・笈松
丸山・萩野の里・西ヶ丘
上戸・打越

氏　　　名
島　田　豊　治
山　塙　利　光
小　辻　和　夫
水　島　すみ子
泉　　　美　紀
小　辻　良　子
左　近　則　子
石　田　建　夫
堀　　　絹　子
秋　本　一　美
佐々木　寛　子
森　下　　　巖
藤　井　俊　幸

（敬称略）

宮崎地区
担　　当　　地　　区

熊谷・古屋・増谷
小曽原第1区
小曽原第2・3区
江波第1区
江波第2・3区
広野・蚊谷寺

樫津第1・2区

八田新保・舟場
八田
円満・上野・野・宇須尾・大谷・蝉口 ･寺

氏　　　名
木　村　美枝子
山　内　ユキ子
加　藤　光　子
小　木　康　夫
奥　谷　富治子
橋　本　美奈子
武　藤　清　枝
近　藤　由美子
上　坂　貞　行
松　原　千加子
渡　辺　則　久

主任児童委員
氏　　　名

宮　川　和　代
近　藤　洋　子
松　本　泰　子
加　藤　冨美代

担　　当　　地　　区
朝日地区
宮崎地区
越前地区
織田地区

町からのお知らせ
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ん
ば 

み
ゅ
ー
じ
っ
く 

ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

　
　
フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
織
田
教
室

　
　
テ
ィ
ア
ー
モ
の
会
（
オ
カ
リ
ナ
）

　
　
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
越
前

　
　
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
×
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

　
弦
楽

　
　
え
ち
ぜ
ん
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
邦
楽

　
　
琴
友
会

　
　
楓
の
会
（
尺
八
）

　
歌

　
　
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　
合
唱

　
　
童
謡 

わ
ら
べ

　
　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団［
ニ
ュ
ー
エ
コ
ー
ズ
］

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
13
回　
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
を
開
き

ま
す
。

　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
太
鼓
・
民
踊
・
ダ
ン

ス
な
ど
19
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

日　
　
時

　
3
月
1
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
　
　
開
演

第
11
回　
芸
能
祭

場　
　
所

　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

出
演
団
体

　
吟
舞

　
　
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会

　
　
　
宮
崎
・
み
や
ざ
き
子
ど
も
・
織
田
・
あ
さ
ひ

　
　
　
あ
さ
ひ
少
年
教
室
・
あ
さ
ひ
幸
若
の
会

　
　
宮
崎
物
語
ク
ラ
ブ

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス 

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　
民
踊

　
　
カ
ト
レ
ア

　
和
太
鼓

　
　
福
井
県
日
吉
太
鼓

　
詩
吟

　
　
吟
道
光
世
流 

朝
日
支
部

　
　
紫
洲
流
福
井
明
吟
会 

朝
日
支
部

　
日
舞

　
　
藤
真
会

　
民
謡

　
　
う
ぐ
い
す
会

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ

　
　
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

　
伝
統
芸
能

　
　
八
田
獅
子
舞
保
存
会

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

▲ニューエコーズ

▲アイアイ ASAHI▲福井明吟会と宗生流剣詩舞道会の共演

▲えちぜん弦楽アンサンブル

　
「
働
い
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に

迎
え
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

と
、
具
体
的
な
働
き
方
に
つ
い
て
、
県
内
企
業

と
直
接
話
が
で
き
る
相
談
会
で
す
。
年
齢
や
性

別
は
不
問
で
す
。

　
入
場
無
料
、
服
装
自
由
、
書
類
な
ど
の
準
備
は

不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
解
雇
・
賃
金
な
ど
、
労
使
関
係
に
悩
み
や
困

り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
労
働
問
題
の
専
門
家
（
福
井
県
労
働
委
員
会

委
員
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
県
内
の
労
働
者
、
使
用
者
い
ず
れ
の
人
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。
雇
用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
広
範
囲
で

山
火
事
が
発
生
し
て
お
り
、
交
流
先
で
あ
る
南

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
高
校
近

辺
で
も
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
交
流
先
の
復
興
支
援
の
た
め
、
義
援
金
を
募

集
し
ま
す
。
お
預
か
り
す
る
義
援
金
は
、
バ
ー

ド
ウ
ッ
ド
高
校
を
通
じ
て
、
地
元
の
復
興
活
動

に
役
立
て
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ち
ょ
こ
っ
と
働
く
!?
シ
ニ
ア
相
談
会
」

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
バ
ー
ド
ウ
ッ
ド
高
校
義
援
金
募
集

日　
　
時　
2
月
27
日
㈭

場　
　
所　
鯖
江
市
嚮
陽
会
館

内　
　
容

　
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
相
談
会　
　
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

問
合
せ
先

　
福
井
県
シ
ニ
ア
人
材
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

０
８
８
１

日　
　
時　
3
月
1
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場　
　
所　
ア
オ
ッ
サ　
6
階
研
修
室

問
合
せ
先

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
７
６‒
２
０‒
０
５
９
７

実
施
期
間　
2
月
3
日
㈪
〜
3
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

受
付
場
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
付
内
容　
義
援
金
の
み

　
　
　
　
　
（
物
品
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）

問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
（
国
際
交
流
室
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
３

幹
部
候
補
生
募
集

　
一
般
（
男
・
女
）

　
　
受
験
資
格

大
卒
程
度
試
験
22
歳
以
上
～
26
歳
未
満

※
20
歳
以
上
～
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
み
含
む
）

修
士
過
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

は
28
歳
未
満

院
卒
者
試
験
20
歳
以
上
～
28
歳
未
満

※
修
士
過
程
修
了
者
な
ど
（
見
込
み
含
む
）

　
歯
科
・
薬
剤
科
（
男
・
女
）

　
　
受
験
資
格

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）

20
歳
以
上
～
30
歳
未
満
（
歯
科
）

20
歳
以
上
～
28
歳
未
満
（
薬
剤
科
）

受
付
期
間

　
3
月
1
日
㈰
～
5
月
1
日
㈮

平
和
を
仕
事
に
す
る　
令
和
2
年
度
自
衛
官
募
集

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
一
般
（
男
・
女
）

　
　
受
験
資
格

　
　
　
18
歳
以
上
～
34
歳
未
満

　
技
能
（
男
・
女
）

　
　
受
験
資
格

　
　
　
18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許
資
格
等
保
有
者

※
資
格
に
よ
り
年
齢
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
1
月
6
日
㈪
～
4
月
10
日
㈮

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部
越
前
地
域
事
務
所

　
☎
２
２‒

６
１
３
９

　
今
後
の
航
空
利
用
促
進
策
の
参
考
に
す
る
た

め
、
お
得
な
特
典
付
き
東
京
体
験
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
に
は
、
航
空
利
用
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
松
～
羽
田
便
の
往
復
航
空
券
と
ホ
テ
ル
が

セ
ッ
ト
で
1
泊
2
日
２
０
，２
０
０
円
か
ら
で
、

東
京
滞
在
中
は
終
日
自
由
行
動
で
す
。

対
象
者

　
福
井
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人

【
福
井
限
定
】 「
飛
行
機
で
行
く 

東
京
体
験
モ
ニ
タ
ー
」
参
加
者
募
集

実
施
期
間

　
Ｊ
Ａ
Ｌ

4
月
28
日
㈫
出
発
ま
で
（
た
だ
し
、
一
部

除
外
期
間
あ
り
）

　
Ａ
Ｎ
Ａ

　
　
5
月
24
日
㈰
出
発
ま
で

※
申
込
方
法
、
そ
の
他
詳
し
い
旅
行
条
件
は

福
井
県
内
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
ッ
ク
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ｔ

ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
取
扱
旅
行
会
社
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
小
松
空
港
協
議
会
（
石
川
県
庁
空
港
企
画
課
内
）

　
☎
０
７
６‒

２
２
５‒

１
３
３
７
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冬を楽しもう
プラントピア

2/1土

▲ 3/30月

一族へ令和二年の鈴を振る	 嶋田富士雄
朝目覚め恙なきこと感謝する	 嵐　喜美枝川 柳生きている無事に玄関くぐるとき	 笹下　利行

朝蜘蛛を見つけてうれし一日が	 富田コズエ川 柳

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

2月の越前陶芸村スケジュール

22㈯・
23㈰ 越前焼のお歯黒ツボをつくろう　福井県陶芸館

8㈯～
3/3㈫

古き良きひな人形展　越前古窯博物館
期間限定　桃の節句　雛菓子・お抹茶セット
越前古窯博物館

8㈯～
14㈮

バレンタイン特別企画　抹茶ラテと焼きドーナツ
越前古窯博物館

8㈯・9㈰ ホットチョコレートでサプライズメッセージを
送ろう　越前古窯博物館

22㈯～
3/22㈰ 響きあう酒器展　越前陶芸村文化交流会館

～9㈰ 水野コレクション写真展⑧「水野先生とこま犬」
越前古窯博物館

～2月末 造型と作品展　越前焼の館

29㈯ お雛祭りの和菓子作り　福井県陶芸館

毎日開催 越前焼アクセサリー作り　越前焼の館

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前焼のスプーンに想いをそえて、チョコレートで優
しくそっと包んでプレゼント…
温かいミルクに溶かせば、メッセージが浮かび上がる！
バレンタインに、手作りホットチョコレートとメッセー
ジをサプライズプレゼントしよう！

２/8土～14金

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

会　期	 2月22日（土）～ 3月22日（日）
	 午前9時～午後5時
	 （最終入館は午後4時30分）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館ロビー
料　金	 入館無料（展示作品は購入できます）

出会いと別れが交錯する「春」。さまざま
なシーンでお酒を酌み交わすのではない
でしょうか。
そんなシーンに寄り添う「酒器」の数々を、
越前焼窯元が丹精込めて作り上げました。
今回は地元酒蔵・丹生酒造さんの「さくら
鞠子プロジェクト」への熱い想いをご紹
介しながら、「酒器×酒」の饗宴をご覧く
ださい。

2月22日土～3月22日日

2/8土〜9日

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

桃の節句桃の節句
雛菓子・お抹茶セット雛菓子・お抹茶セット

お雛祭りのお雛祭りの
和菓子作り和菓子作り

会　期　2月8日（土）〜
　　　　3月3日（火）
場　所　越前古窯博物館
　　　　旧水野家住宅
料　金　無料

料　金　600円

日　時　2月29日（土）
	 午前10時～、午後1時30分～
場　所　越前古窯博物館
	 旧水野家住宅
料　金　1,500円（和菓子2個製作、お抹茶付き）
定　員　各回15人（事前予約優先）

段飾りの豪華な雛人形から、
可愛いらしい越前焼の雛人形
まで様々な雛人形を旧水野家
住宅の和室で展示します。

雛人形が飾られた和室で、雛祭り
にちなんだ和菓子とお抹茶をお召
し上がりいただけます。

雛祭りにちなんだ和菓子を職人さんに
教えてもらい、手作りしてみよう。

2/８土～3/3火

響きあう酒器展

ホットチョコレートでサプライズ
メッセージを送ろう

毎土日祝 お抹茶を自分で点ててみよう　越前古窯博物館

毎土・日 ロクロで作ろう！マイ茶碗　越前焼の館

毎月～土 「Ｒ
り
ｅ-
・
ｋ
か え る
ａｅｒｕ」食器買い替え革命　越前焼の館

バレン
タイン

陶芸村オリジナルふんわり濃厚抹茶ラテはいかがで
しょうか？
期　間	 2月8日（土）～ 14日（金）
場　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　金　600円

洋菓子 × お抹茶
抹茶ラテと焼きドーナツ

古き良きひな人形展古き良きひな人形展

関連企画

関連企画

日　時　2月8日（土）・9日 （日）　
	 午前10時～、午後2時～
場　所　越前古窯博物館　天心堂
料　金　800円
定　員　各回20人（事前予約優先）

春に向けてオリジナルの花入れで身の回りの草花を生け
てみませんか。近世より「うずくまる」と言われ花入れ
として珍重されてきた、越前焼の伝統的なお歯黒ツボを
陶芸教室で作ってみよう。壁にかけて使う
『掛花入れ』として使うこともできます。

2/22土〜23日

越前焼のお歯黒ツボをつくろう

日　時　2月22日（土）・23日（日）
	 午後1時30分～
場　所　福井県陶芸館　陶芸教室
対　象　小学生以上　　料　金　1,800円
定　員　各日15人（事前予約優先）

期間限定

問合せ先　福井県陶芸館（学芸員）　☎32‒3262

〜2/9日

水野九右衛門先生は越前焼研究の第一人者として知られていますが、
こま犬や能面などの調査も行い、「文化スライド
研究会」を立ち上げて地元の文物を紹介してい
ました。今回は、水野コレクションの写真のうち、
こま犬に関係するものを展示します。

水野コレクション写真展⑧水野コレクション写真展⑧「水野先生とこま犬」「水野先生とこま犬」

会　期	 2月9日 （日）まで
場　所　越前古窯博物館 資料館2階
　　　　企画展示室
料　金　300円（越前古窯博物館入館券）
　　　　500円（福井県陶芸館との共通入館券）
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　プラントピアでは2月1日（土）から3月30日（月）までの期間中、写真展や季節限定のクラフト作りができる
イベントを開きます。時間と寒さを忘れて、ゆっくりと冬の植物園をお楽しみください。

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

ボ タ ニ カ ル フ ォ ト 展ボ タ ニ カ ル フ ォ ト 展
　写真家、宮

みや

 誠
せい

而
じ

 氏のボタニカルフォトの新作を展示いたします。
ボタニカル・フォトとは「ボタニカル」は「植物学的」という意味です。
ボタニカル・アートは、植物の姿を正確、精密に描いた絵画で、西洋
で発展し、植物図鑑にも用いられています。写真はありのままの姿を
写すのに適しているように思えますが、フイルムでの撮影には様々な
制約があって繊細な部分の表現は困難でした。しかし、近年では、デ
ジタルカメラの発達によって、精密な撮影が可能となりました。

※ボタニカルフォトとは、植物の姿を学術的な用途にも足りるほど正確、
精密に撮影した写真のことで宮誠而氏の造語です。

日　時	 2月1日（土）～ 3月30日（月）　午前9時～午後5時まで
場　所	 植物館1階　第1研修室

▲ 2019年ボタニカルフォト展開催時の様子

雛飾りクラフト作り　雛飾りクラフト作り　～抹茶黒蜜にゃんこひなまつり～～抹茶黒蜜にゃんこひなまつり～
　園内で採れた木の実やドライフラワーなどの自然素材を使って、オリジナル
の雛飾りクラフトを作ります。今回は、八角形の杉板で抹茶黒蜜をイメージし
た色合いになっています。可愛いくデコレーションしてお家に飾りましょう。

日　時	 2月1日（土）～ 3月2日（月）　　午前9時～午後3時
参加費	 500円（別途入園料が必要です）
	 ※予約の必要はありませんが、材料がなくなり次第終了となります。

　どんぐりのお雛様とお内裏様を飾り付けて可愛いお雛飾りを
作りましょう。

日　時	 2月1日（土）～ 3月2日（月）
	 午前9時～午後3時まで
参加費	 800円（別途入園料が必要です）
※数量限定50個（なくなり次第終了となります）

　どんぐり雛
　リースボード
◀見本

どんぐり雛リースボード作りどんぐり雛リースボード作り

スタンプラリー　スタンプラリー　～プラントピアで鬼退治～～プラントピアで鬼退治～
　植物館内に潜む鬼を見つけてスタンプを集めよう！ 
　スタンプを全て集められたらお菓子をプレゼントします。

日　時	 2月1日（土）～ 3月2日（月）
	 午前9時～午後5時まで
参加費	 無料（別途入園料が必要です）



玄関で割った茶碗に諭される	 渡辺　照子
朝ご飯大事なときの母の知恵	 松村　典子川 柳初春の柿鈴なりをつむ小鳥	 武藤　久子

鈴鳴らし学童達の登校日	 山内　千代川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します !
第51回

H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先 	 健康保険課☎34–8710

健康づくりのための睡眠を考えてみませんか？

「えちぜん健康チャレンジ」
　ポイントカードをお持ちの人で、健診受診・30日間の健康づくり実践・健康講座
受講などで60ポイントを超えている人は、3月31日までに記念品と交換の手続き
におこしください。なお、ポイントカードの配布は1月31日で終了しております
ので、ご了承ください。

軽視されがちな睡眠
　1日の1／3を占める睡眠は心身の疲れを回復し、健康を保つ上で大切です。日々の
生活で、軽視されがちな睡眠ですが、実は睡眠と健康には深い関わりがあります。

睡眠時無呼吸症候群、気道を詰まりやすくする肥満も睡眠不足に
　睡眠時無呼吸症候群は、睡眠時に呼吸が止まる病気です。日中の強い眠気、集中力がない、
いつも疲労感があるなど起きているときの活動に様々な影響を及ぼします。また、睡眠時
無呼吸症候群があるだけで高血圧症、脳卒中、狭心症、心筋梗塞など循環器病を併発する
危険が高まることがわかっています。飲酒、喫煙は睡眠時無呼吸症候群のリスクを高めます。
　また、肥満の場合、首やのどまわりの脂肪が気道を狭くしている可能性があります。肥
満の解消は治療の一環となります。大きないびきや寝ても疲労感が取れない場合は、医療
機関（睡眠外来や内科、耳鼻咽喉科）を受診しましょう。

睡眠は足りていますか？
　町の特定健康診査の結果から約2割が睡眠で休養がとれていないというデータがでて
います。睡眠で十分な休息をとれていないと感じたら、生活スタイルの見直しや睡眠時
無呼吸の確認、ストレスなどの身の回りの環境を見つめ直してみてはいかがでしょうか。

ストレスケア講座　こころの健康
～ストレスとの上手な付き合い方～

　いつもイライラする、最近ストレスがたまっているな、と感じることはありませんか？
　自身に合ったこころの健康づくりを考えていきましょう。

日　時 	 2月21日（金）
	 午後1時30分〜 2時30分

場　所 	 越前町生涯学習センター

講　師 	 臨床心理士　千崎　愛

定　員 	 20人
『えちぜん健康チャレンジ』
対象講座です（10ポイント）
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。
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３
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第
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回
越
前
か
に
感
謝
祭
」

　
小
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あ
る
重
要
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木
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住
宅
」

は
、
18
世
紀
前
半
、
江
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で
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き
ま
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。
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木
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光
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催
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携
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〜
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24
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館
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、
25
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休
館
日

と
し
ま
す

観
覧
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一
般
１
０
０
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20
人
以
上
の
団
体　
2
割
引

　
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
は
無
料

※
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付
で
年
齢
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わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
の

上
お
申
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く
だ
さ
い
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社
・
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井
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雨
田
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念
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☎
３
６‒

２
６
６
６

▲昭和47年の相木家住宅（解体修理前）

けんしん受けま賞	 来年度使える集団けんしん助成券……………… 1,500円分
えちぜん町で買いま賞	 越前町商業振興協同組合で使える商品券……… 1,000円分

記 念 品

健康保険課、各住民サービス室ポイント交換場所

健康チャレンジポイントカード必 要 な も の

ポイント交換受付期間は
3月31日までです

睡眠不足と生活習慣病
　睡眠不足や不眠は、肥満や高血圧、高血糖、心臓病、脳卒中などの循環器病、メタボリックシンドローム
の発症を高めることが分かってきています。睡眠の不調が交感神経やホルモンバランスを崩し、生活習慣の
乱れを引き起こします。

　
前
回
11
月
10
日
に
行
わ
れ
好
評
だ
っ
た
山
根

理
絵
先
生
の
結
婚
支
援
セ
ミ
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ー
の
2
回
目
を

開
き
ま
す
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い
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問
題

に
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の
あ
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、
子
ど
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結
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つ
い
て

お
悩
み
の
人
な
ど
結
婚
を
応
援
す
る
す
べ
て
の

人
を
対
象
に
、
縁
結
び
の
秘
訣
を
学
べ
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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月
8
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時

場　
　
所　
越
前
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問
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福
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☎
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８
７
２
５

越
前
町
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

▲山根理絵先生

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 16広報 えちぜん17 令和 ２ 年 ２ 月号令和 ２ 年 ２ 月号

みんな集まれ健康な暮らしのために



鈴鳴らし札所巡りの夫婦坂	 山谷　ゆり
玄関の顔住んでいる家族見え	 司辻　文子川 柳すがすがし朝の空気がやわらかい	 向当みつ子

朝焼けの真下で弾み出す命	 原　　榮子川 柳

～ボランティアグループ活動紹介～～ボランティアグループ活動紹介～
　現在、図書館ではボランティアグループが読み聞かせなどの活動をしていますので、その様子を紹介します。
　「おはなしあい・愛」は毎月第2土曜日に町立図書館で、おはなし会を実施しています。12月14日（土）には、
特別企画“クリスマス・スペシャル”を開きました。当日は、50人の子どもたちや保護者が集まり、オカリナの演
奏や手遊び、絵本『トトトのトナカイさん』 『クリスマスのおばけ』などの読み聞かせ、画用紙工作「クリスマスケー
キ作り」を楽しみました。最後にボランティアスタッフのみなさんがサンタクロースに扮し、子どもたちにプレゼ
ントを渡しました。

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││

││

││
├├ ├├

├├

問合せ先	 子育て世代包括支援センター　☎34–8821

子どもの過ごし方と眼の機能
　お子さんは、“からだを動かして遊ぶ時間”と“座ってテレビを見る時間”のどちらの時間が多いでしょうか。
　実は、“からだを動かして遊ぶ時間”が長いと『眼の機能』の発達を促していることが分かりました。

　全身を使って体を動かすことで、目と手を連動させて動かせるようになり、文章を読んだり、黒板の文
字を書き写したりすることができるようになっていきます。
　WHO（世界保健機関）も、子ども達の健康的な成長のために、座る時間を減らして遊ぶ時間をふやす
よう勧告を出しました。その中でテレビなどの画面を見る時間については、「2歳未満では0時間」に、
「2歳から4歳までは1時間未満」にするようにと述べています。
　子どもの健やかな成長のためにも、画面を見ることを減らし、体を動かすことが大切ですね。

子どもの視力

2歳になるまで 大体0.5

5歳頃 約8割が1.0

6歳頃 成人レベル

眼　の　機　能

固　　視 見たいものに視線を合わせて見続けること

調　　節 近くのものや遠くのものなど見たい
ものにピントを合わせること

眼球運動 見たい方向に目を動かすこと

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
2 月 2 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

2 月 9 日㈰ 両林医院 ☎37–0005

2 月11日㈫ 藤田医院 ☎34–0044

2 月16日㈰ 織田病院 ☎36–1000

2 月23日㈰ 織田病院 ☎36–1000

2 月24日㈪ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
2 月 4 日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
2 月28日㈮ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥助産師さんとの座談会（予約制）
2 月17日㈪ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 2 月 4 日㈫

午後 1 時〜 4 時
宮崎コミュニティセンター

 2 月18日㈫ 社会福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

※2月29日（土）はお休みです

♦介護おはなし会
 2 月26日㈬ 午前10時30分〜午後 2 時 泰澄の杜

♦生活福祉福祉資金・福祉サービス利用援助事業相談会
　（予約制）
 2 月25日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
2 月18日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
2 月20日㈭ 午後 0 時45分〜 4 時 織田コミュニティセンター

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

問合せ先問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

図書館だ
より

つるかめ体操教室とはつるかめ体操教室とは
　各集落センター単位で※介護予防サポーターを中
心に実施している体操教室です。地域によって体操
の他にレクリエーションなどを行い、楽しみながら
体を動かしている教室です。

※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　今回は中区で行っているつるかめ教室をご紹介します。
　中区では、普段から行っている「つるかめ体操」
以外にも折り紙で季節の物を作るなど手作業を
取り入れたり、叩いてかぶってじゃんけんぽん
やボールをパスしながらしりとりをしたりと、
みなさんとても楽しそうに参加していました。

座りながら行う

体操のため気軽に参加

することができます。

叩いてかぶって

じゃんけんぽんで頭と瞬発力を

トレーニング

　各区の「つるかめ教室」の参加者の割合は多くが女性
で男性が非常に少ないです。男性の人もお友達に声をか
けて一緒につるかめ教室で健康な身体を作りましょう。
みなさんのご参加をお待ちしています。

「蔵書点検」を行うため、下記の期間休館します。ご理解・ご協力をお願いします。
越前分館　2 月10日（月）～ 14日（金）
宮崎分館　3 月 9 日（月）～ 12日（木）

※休館中の本の返却は、返却ポストをご利用いただくか、開館している町立図書館または分館に
お願いします。詳細は、図書館ホームページや館内のお知らせでご確認ください。

越前分館・宮崎分館臨時休館のお知らせ

広報 えちぜん19 令和 ２ 年 ２ 月号
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健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 玄関のバリアフリーににじむ愛	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝日西保育所  2 月12日㈬ 34–5602

朝日南保育所  2 月12日㈬ 34–1614

あさひ保育所  2 月21日㈮ 34–0081

あさがお保育園  2 月 4 日㈫ 34–1110

宮崎中央保育所  2 月 4 日㈫ 32–2067

小曽原保育所  2 月18日㈫ 32–2039

陶の谷保育所 平日午前中 32–3014

西徳寺保育園 平日午前中 37–1354

四ヶ浦保育園 平日午前中 37–0305

織 田 保 育 所 平日午前中 36–0160

はぎのこども園 平日午前中 36–0396

たいら保育園 平日午前中 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（1月1日現在）

人　口	 21,322人

　男	 10,371人
　女	 10,951人
世帯数	 7,284戸

（前月より14人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　

こ
の
写
真
は
、
1
月
12
日
に
越
前
陶
芸
村

文
化
交
流
会
館
で
行
わ
れ
た
越
前
町
成
人
式

の
様
子
で
す
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
晴
れ
間
も
み

え
た
式
当
日
、
華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
つ

つ
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
大
人
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
年
号
が
令
和
に
代
わ
り
、
初
め
て

の
成
人
式
と
い
う
こ
と
で
、
記
念
に
な
れ
ば

い
い
な
と
「
令
和
」
の
額
縁
を
作
っ
て
み
ま

し
た
。

　

思
っ
た
以
上
に
、
み
な
さ
ん
に
気
に
入
っ

て
も
ら
え
た
み
た
い
で
、
写
真
を
撮
る
た
め

に
「
令
和
」
の
順
番
待
ち
に
な
る
こ
と
も
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
に
貢
献
で
き

て
、
私
に
と
っ
て
も
、
思
い
出
深
い
成
人
式

に
な
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

今
月
号
の
特
集
は
、
成
人
式
づ
く
し
と
い

う
こ
と
で
と
て
も
華
や
か
な
も
の
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
、
ほ
ん
と
に
い
い

笑
顔
を
し
て
い
た
の
で
、
写
真
を
撮
っ
て
い

る
こ
っ
ち
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

つ
い
つ
い
写
真
を
撮
り
す
ぎ
て
、
編
集
作

業
に
入
っ
て
み
る
と
、
使
い
た
い
写
真
ば
か

り
で
選
ぶ
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
新
成
人
の
み
な

さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
7979

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

③③  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

2月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

Ｅ
子　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ　
こ
ん
に
ち
は
。今
回
も
、上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）の

生
涯
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子　
順
藝
が
誕
生
し
た
の
は
、天
明
五
年（
一
七
八
五
）

	

の
こ
と
で
し
た
ね
。

学
Ｍ　
江
戸
時
代
中
期
に
あ
た
り
ま
す
。丹
山
の
伝
記

に
つ
い
て
は
、大
正
三
年（
一
九
一
四
）に
刊
行

さ
れ
た『
浄
勝
寺
丹
山
』
と
い
う
書
物
に
詳
し

く
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
山や

ま

田だ

秋し
ゅ
う

甫ほ

が
著
し
た
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ　
そ
う
で
す
。
山
田
秋
甫
は
、
現
在
の
越
前
町
天

王
の
出
身
で
、
明
治
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

彼
は
、漢
学
や
古
典
に
対
す
る
深
い
教
養
の
も

と
、『
劔
神
社
文
書
』の
解
読
や『
福
井
県
丹
生

郡
人
物
誌
』
の
刊
行
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
歴

史
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

	

順
藝
に
関
し
て
、
初
め
て
本
格
的
に
調
査
・
研

究
し
た
の
は
山
田
秋
甫
で
あ
り
、
伝
記
の
ほ
か

に
順
藝
が
詠
ん
だ
和
歌
や
俳
句
を
集
成
し
、『
浄

勝
寺
丹
山
歌
集
』の
編
纂
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子　
山
田
秋
甫
の
よ
う
な
郷
土
史
に
精
通
さ
れ
た

人
が
、
す
で
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

遺
さ
れ
た
書
物
の
お
か
げ
で
、昔
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

学
Ｍ　
本
当
に
貴
重
な
書
物
で
す
。
さ
て
、
話
を
戻
し

ま
し
ょ
う
。

	

順
藝
は
、父
・
順

じ
ゅ
ん

慧え

と
、母
・
信
子
の
間
に
二
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
順
慧
は
浄
勝
寺
第

一
二
世
住
職
で
す
。

	

順
藝
の
幼
名
は「
豊
丸
」と
い
い
、生
涯
で
数
多

く
の
雅
号
を
用
い
て
い
ま
し
た
。『
浄
勝
寺
丹

山
』に
は「
烏
山
」・「
志
道
」・「
希
芳
」・「
水
月
」・

「
来
来
子
」・「
、ち

ゅ
こ
ん―
」・「
桐
蔭
」な
ど
の
名
が
見

え
ま
す
。

Ｅ
子　
読
む
の
も
難
し
い
名
前
が
多
い
で
す
ね
。「
烏

山
」は「
う
ざ
ん
」、「
志
道
」は「
し
ど
う
」、「
希

芳
」は「
き
ほ
う
」、「
水
月
」は「
す
い
げ
つ
」、

「
来
来
子
」は「
ら
い
ら
い
し
」、「
桐
蔭
」は「
と

う
い
ん
」と
発
音
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

	

「
、―
」を「
ち
ゅ
こ
ん
」と
読
む
の
は
、教
え
て

頂
か
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

学
Ｍ　
こ
の
よ
う
に
数
あ
る
雅
号
の
中
で
も
っ
と
も

有
名
な
も
の
が「
丹
山
」で
す
。

	

頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

が
遺
し
た『
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰
亭て

い

記き

』に
よ
る
と
、

「
丹
山
」
と
い
う
名
は
生
ま
れ
育
っ
た
丹
生
の

山
々
か
ら
と
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

Ｅ
子　
順
藝
の
郷
土
に
対
す
る
深
い
愛
情
を
感
じ
と

れ
ま
す
。

学
Ｍ　

次
回
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、ど
う
ぞ
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。

朝　

日	

青あ
お

山や
ま　

凱か
い

生き

（
力
也
、
男
）

朝　

日	

細ほ
そ

井い　

理り

玖く

（
直
人
、
男
）

天　

宝	

三み

田た

村む
ら　

颯
は
や
て（

勇
、
男
）

小
曽
原	

山や
ま

内う
ち　

智と
も

貴き

（
崇
史
、
男
）

江　

波	

西に
し　
　

美み

藍ら
ん

（
功
雄
、
女
）

樫　

津	

笹さ
さ

下し
た　

大ひ
ろ

翔と

（
大
史
、
男
）

小　

樟	

川か
わ

上か
み　

笑え

舞ま

（
拓
哉
、
女
）

馬　

場	

水み
ず

田た　

椿つ
ば

己き

（
達
也
、
女
）

大
王
丸	

尾お

﨑ざ
き　
　

暁
あ
き
ら（

記
之
、
男
）

三　

崎	

木き

水み
ず　

琉る

偉い

（
洸
平
、
男
）

朝　

日	

橋
本　

藤
幸
さ
ん
（
70
歳
）

朝　

日	

佐
々
木
ヨ
シ
コ
さ
ん
（
90
歳
）

乙　

坂	

小
川
は
な
ゑ
さ
ん
（
97
歳
）

栃　

川	

谷
口

さ
ん
（
99
歳
）

金　

谷	

宇
野
貴
志
男
さ
ん
（
84
歳
）

小　

倉	

野
村　
　

薫
さ
ん
（
98
歳
）

下
糸
生	

上
野　
　

曠
さ
ん
（
76
歳
）

円　

満	

河
合　
　

信
さ
ん
（
75
歳
）

血
ケ
平	

本
谷　

久
雄
さ
ん
（
86
歳
）

梅　

浦	

山
本
ト
シ
子
さ
ん
（
87
歳
）

梅　

浦	

佐
野　

ハ
ツ
さ
ん
（
96
歳
）

新　

保	

藤
本　

子
さ
ん
（
90
歳
）

新　

保	

三
井　

正
春
さ
ん
（
68
歳
）

　

厨	

梶　
　

礼
子
さ
ん
（
70
歳
）

　

厨	

辻　

フ
サ
エ
さ
ん
（
92
歳
）

　

厨	

井
上　

久
子
さ
ん
（
88
歳
）

米　

ノ	

河
村
美
智
男
さ
ん
（
65
歳
）

平　

等	

小
塙　

正
憲
さ
ん
（
80
歳
）

市　

場	

林　
　

一
雄
さ
ん
（
75
歳
）

　

堤	

忌
部　
　

修
さ
ん
（
70
歳
）

大
王
丸	

臼
屋
夛
美
子
さ
ん
（
79
歳
）

上
山
中	

武
田　

全
司
さ
ん
（
77
歳
）

打　

越	

加
藤　

光
子
さ
ん
（
64
歳
）

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
宮崎ファイヤーズ

【2月1日㈯～2月7日㈮】
■ 丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～

朝日西保育所
【2月1日㈯～2月7日㈮】
■ みんなの学校じまん

朝日小学校
【2月1日㈯～2月7日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55〜　　②12：55〜
③19：55〜　 毎日5分間放送中 !
住民税申告・確定申告が始まります

【2月1日㈯～2月14日㈮】
越前町国際交流のつどい開催

【2月15日㈯～2月28日㈮】
交通災害共済に加入しましょう

【2月29日㈯～3月20日㈮】

学芸員 M

E 子
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会
場
と
な
っ
た
越
前
陶
芸

村
文
化
交
流
会
館
に

は
、
艶
や
か
な
振
袖
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
が
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
あ

い
、
懐
か
し
い
話
で
盛
り
上
が

る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
記
念
品
と
な
る
越

前
焼
の
カ
ッ
プ
を
5
つ
の
中
か

ら
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
実
際

に
手
に
取
っ
て
友
人
た
ち
と
笑

顔
を
見
せ
合
う
姿
も
。
館
内
に

設
置
さ
れ
た
写
真
ブ
ー
ス
で
は
、

フ
ォ
ト
プ
ロ
ッ
プ
ス
も
用
意
さ

れ
、
思
い
思
い
の
記
念
撮
影
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

会
場
で
は
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ

り
、
新
成
人
と
し
て
の
目
標
や

叶
え
た
い
夢
、
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
笑
顔
で
答
え
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
行
わ
れ
た
記

念
撮
影
。
4
つ
の
地
区
ご
と
に

思
い
出
の
瞬
間
を
写
真
に
収
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
仲
間
た
ち
と
新
成

人
の
つ
ど
い
の
会
場
へ
。
恩
師

と
の
再
会
や
写
真
撮
影
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
新
た

な
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

　
大
人
と
し
て
の
決
意
を
胸
に
、

笑
顔
で
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み

始
め
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
に
は
、
希
望
に
あ
ふ

れ
る
未
来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

ハタチ の 笑顔
～ 令和 2 年越前町成人式 ～

今年は男性109人、女性140人の
計249人が成人を迎えました。

問合せ先　生涯学習課　☎34‒2000
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自然の中には、宝物がいっぱい！！　〜毎日元気に遊んでいるよ☆〜

発
行
/
越
前
町
役
場
　
  編

集
/
総
務
課

〒
916

‒0192　
福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13

−
5
−
1

TEL 0778
‒34

‒1234㈹
　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報

 え
ち

ぜ
ん

　
N
o.181

令
和
2
年
2
月
1
日
発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

みんなで

よーいどん！！
桜の花吹雪
気持ちいい～

はぎのこども園
～散歩編～

No.33すくすく通信すくすく通信

小学校の校庭小学校の校庭

細野の農道細野の農道 園舎前園舎前

どろっぷすサーキットどろっぷすサーキット

田んぼの土手田んぼの土手

えちぜん晴れ晴れ日記
地域おこし協力隊 鈴木君の

えちぜん水仙act.5

Echizen sunny sunny diary

　こんにちは。地域おこし協力隊の鈴木です。
　今回は、昨年12月9日に令和元年度の発送
式も開かれた県の花であり、町の花でもある、
「えちぜん水仙」に関する活動をご紹介します。

水仙の球根を掘りおこし、
大きさごとに分けます。
球根を丁寧に並べて土に
戻すと、きれいな水仙の
花が咲いてくれます。

水仙のほ場でも、シカなどに

よる被害があります。シカが

球根を食べることを知って

びっくりしました。ボランティ

アのみなさんと一緒に、柵の

設置を手伝いました。

やっほ～★

朴葉を取って
きたよ ！

支援センター広場支援センター広場

おたまじゃくし
足が

はえてる !

あそこに栗が
あるよ！！

きれいな水仙ですが、
毎年、〝ニラ〟と〝水仙〟
の食べ間違いによる食
中毒事故が起こってい
ることを聞きました。
見分け方は、ニラの葉
は細くニンニクのよう
な匂いがすることです。

「ニラ」との食べ間違いに「ニラ」との食べ間違いに
注意しましょう。注意しましょう。

獣害対策用の獣害対策用の
フェンス柵のフェンス柵の
設置設置

10月

水仙の改植水仙の改植
ボランティアボランティア
活動活動

7月
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